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い
ま
し
た
。

　

「
畦
地
」
に
は
、「
秋
庭
一
族
家
臣
の
供
養
墓
地
で
は
な
い

か
」（「
有
漢
町
史
」）
と
い
わ
れ
、
多
く
の
五
輪
塔
や 
宝  
篋  
印 

ほ
う 

と
う 

い
ん

 
塔 
な
ど
の
石
塔
が
残
り「
十
五
・
六
世
紀
・
室
町
時
代
ご
ろ
の

と
うも

の
」（「
前
掲
書
」）
と
推
測
さ
れ
て
い
る 
清  
浄  
寺 
跡
が
丘
の

し
ょ
う 
じ
ょ
う 

じ

上
に
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
「
畦
地
」
と
横
見
の
境
付
近
に
は

明
応
四
年（
一
四
九
五
）に
秋
庭
大
蔵 
大  
夫 
真
光
に
よ
っ
て
再

だ
い 

ぶ

興
さ
れ
、
永
保
年
間
（
一
〇
八
一
〜
八
四
）の
創
建
と
い
わ
れ

る
山
門
に 
花  
頭  
窓 
を
施
し
た
臨
済
宗
真
光
寺
が
あ
り
ま
す
。

か 

と
う 

ま
ど

江
戸
末
期
に
は
寺
小
屋
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
寺
で
、
付
近

は
教
育
の
地
だ
っ
た
ら
し
く
明
治
時
代
の
精
華
小
学
校
の
跡

地
も
残
っ
て
い
ま
す
。今
で
は
「
畦
地
」の
付
近
は
バ
イ
パ
ス
が

通
り
道
路
が
拡
張
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
や
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
、
常
山
公
園
な
ど
な
ど
多
く
の
施
設
が
出
来
て
「
畦

地
」
の
地
形
や
風
景
が
変
わ
っ
て
き
て
歴
史
の
面
影
が
薄
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

「
畦
地
」と
い
う
地
名
は「 
畦 
」「 
畔 
」な
ど
の
文
字
で
表
現
さ

あ
ぜ 

な
ぜ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
に
分
布
し
て
い
ま
す
。地
名
の
由
来

に
つ
い
て
は
、
①
曲
が
っ

た
川
岸
と
か
、
②
田
畑

の 
畦 
、
③
自
然
堤
防
の

あ
ぜ

よ
う
な
微
高
地
・
丘
、

④ 
校 
倉
造
り
の
よ
う
に

あ
ぜ

高
く
積
み
上
げ
た
よ
う

な
意
、
⑤
ア
ゼ
は
ア
ズ

と
同
じ
く 
崩  
崖 
（
崩
壊

ほ
う 

が
い

地
形
）
を
意
味
す
る
な

ど
の
諸
説
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
有
漢
の
「
畦

地
」
は 
小  
さ  
な  
丘 
と
か

● 

● 

● 

●

 
微  
高  
地 
を
意
味
す
る

● 

● 

●

自
然
地
名
の
一
つ
だ
と

思
わ
れ
る
の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

十
五　

畦　

地

　

有
漢
町
に
「 
畦  
地 
」
と
い
う
字
地
名
（
行
政
区
の
名
称
）
が

あ
ぜ 

ち

あ
り
ま
す
。
県
道
高
梁
〜
旭
線
を
有
漢
川
に
沿
っ
て
北
東
に

上
り
、
市
場
の
集
落
を
過
ぎ
、
有
漢
中
学
校
を
右
に
見
て
過

ぎ
る
と 
八  
幡 
の
集
落
に
差
し
掛
か
る
こ
の
付
近
は
、
対
岸
に

や 

は
た

小
丘
陵
が
迫
り
、
東
の
奥
の
吉
備
中
央
町
と
境
を
接
す
る
大

平
山
（
六
九
七
ｍ
）
や
權
現
山
（
有
漢
富
士
）（
五
九
九
ｍ
）
か

ら
流
れ
る
横
見
川
が
有
漢
川
に
合
流
す
る
場
所
で
、
横
見
川

に
沿
っ
た
低
地
に
は
水
田
が
分
布
し
、
北
側
に
は
、
吉
備
高
原

を
侵
食
し
た
老
年
期
の
丘
陵
面
が
波
浪
状
に
有
漢
川
に
向
っ

て
突
き
出
し
て
い
て
小
さ
な
丘
の
地
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。
こ

の
小
丘
陵
地
を
中
心
に
し
た
場
所
が「
畦
地
」な
の
で
す
。

　

丘
の
ふ
も
と
の
斜
面
に
沿
っ
て
民
家
が
点
在
し
海
抜
二
〇

〇
ｍ
〜
三
〇
〇
ｍ
の
小
丘
陵
地
で
、
地
質
は
「
新
生
代
新
第

三
紀
層
の 
泥 
岩
、
砂
岩
、 
礫 
岩
」（「
有
漢
町
史
」）の
地
層
で
小

で
い 

れ
き

丘
陵
地
の
特
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
畦
地
」は
江
戸
初
期
の
寛
永
備
中
国
絵
図
（
寛
永
十
五
年

＝
一
六
三
八
）や
、正
保
二
・
三
年（
一
六
四
五
〜
四
六
）頃
の

正
保
郷
帳
に
よ
る
と
、
上
房
郡 
下  
有  
漢  
村 
に
含
ま
れ
て
い
ま

● 

● 

● 

●

し
た
が
、
江
戸
後
期
に
は
天
保
郷
帳
（
天
保
五
年
＝
一
八
三

四
）
に
下
有
漢
村
の
肩
書
付
で 
上  
村 
と
書
か
れ
、
村
名
が
変

● 

●

わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
初
期
の
下
有
漢
の
石
高
は
一
〇
八
〇

石
余
り
（
正
保
郷
帳
）、
江
戸
後
期
に
は
、「
上
村
の
石
高
一
二

〇
一
石
余
、庄
屋
、与
惣
右
衛
門
」（「
有
漢
町
史
」）と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

下
有
漢
村
（
の
ち
に
上
村
）は
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）ま

で
松
山
藩
領
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
石
川
氏
が
伊
勢

亀
山
へ
転
封
と
な
っ
た
た
め
、
石
川
氏
が
設
置
し
た
中
津
井

陣
屋
（
真
庭
市
中
津
井
）
の
支
配
を
受
け
幕
末
を
迎
え
て
い

ま
す
。
延
享
元
年
に
は
上
村
の
内
一
九
〇
石
余
は
亀
山
藩

領
、
残
り
の
一
〇
一
〇
石
余
り
は
、
有
漢
上
村
と
な
り
、
松
山

藩
板
倉
氏
領
と
し
て
残
さ
れ
、
二
つ
の
藩
か
ら
支
配
さ
れ
て

（
敬
称
略
）

短　

歌

　

吹
く
風
に
も
み
合
い
な
が
ら
争
は
ぬ
竹
の
操
か
も
と
の
姿
に

 

梅
野　

八
郎
（
松　
　

山
）

　

色
褪
せ
し
古
き
ア
ル
バ
ム
繰
り
返
す
若
か
り
し
日
の
あ
り
て
な
つ
か
し

 

小
野
は
る
恵
（
原
田
南
町
）

　

北
風
の
す
き
ま
に
一
輪
山
茶
花
の
紅
を
見
つ
け
る
師
走
の
朝
に

 

亀
石
惠
美
子
（
川
上
町
仁
賀
）

　

師
走
月
強
寒
ぱ
よ
く
ぞ
咲
い
た
サ
ザ
ン
カ
二
輪
元
気
貰
っ
た

 

下
向　

近
雄
（
備
中
町
平
川
）

　

大
吉
に
余
生
の
夢
を
抱
き
つ
つ
お
み
く
じ
確
と
神
樹
に
結
ぶ

 

平　
　

初
音
（
高
倉
町
田
井
）

　

吹
き
す
さ
ぶ
木
枯
ら
し
の
音
枕
辺
に
聴
き
つ
つ 
寝 
る 
隙 
も
あ
ら
じ
な

い
ぬ 

ひ
ま

 

桝
上　

秀
雄
（
備
中
町
西
山
）

　

こ
の
お
宅
昔
し
乍
ら
の
餅
つ
く
か
杵
と
き
な
ど
り
用
意
し
て
あ
り

 

宮
本　

宮
吉
（
川
上
町
七
地
）

　

来
る
年
が
平
和
な
年
で
あ
る
よ
う
に
星
に
ね
が
い
を
つ
た
え
て
祈
る

 

森 
　

道
子
（
宇
治
町
宇
治
）

俳　

句

　

古
き 
家 
の
軒
ゆ
る
が
せ
て
雪
し
ず
る 

長
原　

茂
子
（
備
中
町
西
油
野
）

え

　

風
に
の
り 

川
越
ゆ
丹
頂 

暖
か
し 

平
松　

幾
代
（
長
寿
園
内
）

　

山
茶
花
は 
風
雪
に
た
え 
化
粧
を
す
る 

結
城　

成
子
（
宇
治
町
宇
治
）

川　

柳

　

夫
ね
て
す
ま
ぬ
言
葉
目
に
な
み
だ 

赤
木　

文
子
（
備
中
町
西
山
）

　

ま
め
や
か
に
一
つ
取
り
得
の
人
生
路 

藤
井
タ
ツ
子
（
備
中
町
西
山
）
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県
道
か
ら
見
た
「
畦
地
」
地
区
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「
児
島
賞
」は
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉

大
な
画
家
で
あ
る
児
島
虎
次
郎
（
１

８
８
１
〜
１
９
２
９
）
の
業
績
の
顕

彰
と
後
進
育
成
の
た
め
、
ご
遺
族
の

寄
付
に
よ
り
、
昭
和
５
年
度
よ
り
成

羽
尋
常
高
等
小
学
校
の
学
業
優
秀

な
卒
業
生
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
成
羽
町
合
併
時
に
中

学
校
卒
業
生
、
昭
和　

年
に
は
美
術

４５

に
優
れ
た
児
童
生
徒
も
受
賞
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
か
ら
は
新
成
羽
町
美

術
館
開
館
を
機
に
、
学
校
行
事
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
「
児
島
虎
次
郎

を
偲
ぶ
写
生
大
会
」
で
描
か
れ
た
作

品
の
中
か
ら
、
各
学
年
で
最
も
優
秀

な
作
品
一
点
に
「
児
島
賞
」
を
授
与

す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。「
渡
辺
賞
」
は
、
渡
辺
醇

造
氏
（
成
羽
町
美
術
振
興
財
団
理
事

長
）
よ
り
、
美
術
館
の
美
術
振
興
の

た
め
に
と
贈
ら
れ
た
基
金
に
よ
っ

て
設
け
ら
れ
た
賞
で
、
各
学
年
で
二

番
目
に
優
秀
な
作
品
一
点
に
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
の
多
く
の
小
中
学

校
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
児
島
虎

次
郎
に
つ
い
て
の
理
解
や
児
童
生

徒
の
美
術
教
育
の
向
上
に
役
立
つ

よ
う
に
、
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

�
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〜
平
成　

年
度
児
島
虎
次
郎
を
偲
ぶ
写
生
大
会
作
品
展
〜 
（
敬
称
略
）

１７

「ザリガニ」土田 輝（成羽小１年）

「紅葉した木」西田光輝（成羽中１年）

「
速
い
ね
、ボ
ー
ル
の
速
度
」森
下
凌
之
介（
成
羽
小
４
年
）

「大きなおいもがとれたよ」平松希美（成羽小２年）「がんばれ、うでずもう」貝原美南（成羽小３年）

「校門からの風景」 �下 範子（成羽中３年）

「成羽小学校校舎」間之川由依（成羽小５年）「秋の時のニワウルシ」井上定三（成羽小６年）

「
学
校
の
玄
関
」  

友
里
江（
成
羽
中
２
年
）

「今年の干支」 押絵

 氏  弘   澄  惠 さん（有漢町有漢）
うじ ひろ すみ え

「戌」 押絵

原田テル子さん（成羽町下日名）

今 
年 
は 

 
「 
戌 
年 
」


